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が有意に高くなっていた(t(206)=8.81、 p <0.001、効果量：r=0.14)。 
【結論】 
本研究では、都市住民に実行可能な野生鳥獣対策を示し、都市住民の野生鳥獣対策
への協力態度と主観的規範に関係があることをアンケート調査を通して示した。ゲー
ムを用いた講習会を行うことで主観的規範が高まることを大学生を対象にした講習会
で確認した。以上より、本研究における講習会プログラムが都市住民を含めた社会全
体による野生鳥獣対策を促すための手法としての有効性を明らかにした。 
